
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（小学校用） 
  
  都道府県名 岩手県 
 
Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）  

 学校名 釜石市立鵜住居小学校 

 学 年  １年  ２年  ３年  ４年  ５年  ６年  特殊学級  計  教員数

 学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３

 

 児童数 ５９ ６０ ５６ ５６ ５９ ４４ ３ ３３７
１９ 

 
 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題  
 「確かな学力」を身に付け、それを生かそうとする児童の育成をめざして 

 
  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科  
 ・ 全学年・国語科 

児童の実態調査の結果から、特に「読み」に関する学力の低下が見られるため。
・ 全学年・算数科 
児童の実態調査の結果から、学力の差が出やすく、学年が進むにつれてその差が
広がる傾向が見られるため。特に4・5・6学年では、習熟度別少人数指導を取り入
れている。 
・ 第３・４・５・６学年・理科 
教師が専門性を身に付け、児童自ら学習を深められるような授業実践に当たるた
め。 

 
  (2) 年次ごとの計画  
  

 
 平 
 成 
 14 
 年 
 度 

○ テーマ   
「確かな学力」を身に付け、それを生かそうとする児童の育成をめざして 
○ 仮  説 

各教科（特に算数科・理科）の授業で、指導体制や指導形態、指導過程
を見直し個に応じたきめ細かな指導を行うことで、児童一人一人に「確か
な学力」が身に付き、それを生かそうとする児童が育つであろう。 

○ 研究方法・内容 
・ 学力向上フロンティアスクールに課せられた実践（研究）に関する理論研究
・ 指導体制（教科担任制）、指導形態（少人数指導）、指導過程（補充的・発
展的内容の学習の取り入れ、児童に生きる評価の在り方など）の研究と実践

・ 小・中学校連携による学習のスムーズな引継ぎ、協力など 
   

   
 
 平 
 成 
 15 
 年 
 度 

○ テーマ 
「確かな学力」を身に付け、それを生かそうとする児童の育成をめざして

○ 研究の見通し 
各教科（特に国語科・算数科・理科）の授業で、指導体制や指導形態、
指導過程を見直し個に応じたきめ細かな指導を行うことで、児童一人一人
に「確かな学力」が身に付き、それを生かそうとする児童が育つであろう。 

 ○ 研究の内容・方法 
・ 指導体制（教科担任制）、指導形態（少人数指導）、指導過程（補充的・発
展的内容の学習の取り入れ、児童に生きる評価の在り方など）の研究と実践

・ 小中連携による情報交換、学習のスムーズな引継ぎの研究と実践など 
 
    

  



   
 
 平 
 成 
 16 
 年 
 度 

 ○ テーマ 
「確かな学力」を身に付け、それを生かそうとする児童の育成をめざして

○ 研究の見通し 
各教科（特に国語科・算数科・理科）の授業で、指導体制や指導形態、指

導過程を見直し個に応じたきめ細かな指導を行うことで、児童一人一人に「確
かな学力」が身に付き、それを生かそうとする児童が育つであろう。 
○ 研究の内容・方法 
・  指導体制（教科担任制）、指導形態（少人数指導）、指導過程（補充的・
発展的内容の学習の充実、児童に生きる評価の在り方など）の研究と実践
・  小・中学校連携による情報交換、学習のスムーズな引継ぎの研究と実践
など 

  (3) 研究推進体制  
  校長     教頭     研究推      全体研究会      国語科研究部 

                    進会議                      算数科研究部     学年会 
                                                理科研究部 
                研究部・・・小・中学校連携推進・きらきらタイム担当 
                鵜住居小学校フロンティア委員会（ＰＴＡ評議委員） 
 ○ 今年度からＰＴＡ役員を中心にフロンティア委員会を設置した。 

 
 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果  
     ○ 平成15年度ＣＲＴ結果（全国比） 
     

国語科得点率 

学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 
本校得点率 74.3 74.3 76.9 77.4

全国得点率 71.5 74.8 74 77.9

差 2.8 -0.5 2.9 -0.5
                              
                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  ２．今後の課題 
 

○ 国語科の研究推進・・・効果的な指導過程を明らかにし、焦点を絞った「確かな 
学力」を身に付けさせるための手立てを明らかにしてい 
かなければならないこと。 

○ 算数科・理科の工夫・・・さらに学習内容の定着を図るため、効果的な手立てを 
                              とっていかなければならないこと。 

 
 
 

算数科得点率 

学  年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 
本校得点率 84.6 77.6 73.6 72.1

全国得点率 78 75.2 70.5 72.8

差 6.6 2.4 3.1 -0.7

理科得点率 

学  年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 
本校得点率 77.4 83.1 77.9 83

全国得点率 77.7 76.5 77.2 80.7

差 -0.3 6.6 0.7 2.3

○ 成果 
算数科と理科に関して 
は、「確かな学力」を身
に付ける手立てとして
の指導形態（算数科・少
人数指導）、指導体制（理
科・教科担任制）、指導
過程が明らかになりつ
つあり、それが児童に生
かされている様子がみ
られる。また、年次ごと
のＮＲＴ結果による「知
能との関連」をみると、
年々アンダーアチーバ
ーの児童の割合が減っ
ている様子が表れてい
る。 



Ⅳ  学力等把握のための学校としての取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅴ  フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
    【新規校・継続校】       １５年度からの新規校       ○１４年度からの継続校 
 
    【学校規模】             ６学級以下             ７～１２学級 
                           ○１３～１８学級         １９～２４学級 
                             ２５学級以上 
 
    【指導体制】           ○ 少人数指導            Ｔ．Ｔによる指導 
                           ○ 一部教科担任制        その他 
 
    【研究教科】             ○ 国語         社会      ○ 算数      ○ 理科 
                              生活         音楽     図画工作   家庭 
                              体育         その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】       ○有       無 
 

・ 定期的な学力調査の実施（ＣＲＴ、ＮＲＴ） 
・ 事前テスト、事後テスト結果による有効度指数の把握 
・ 児童アンケートによる関心・態度・意欲面の調査 
・ 単元ごとの評価テストの分析 

○ 研究会、説明会等の開催予定 
・ 平成 16年度学校公開予定 
     日  時    平成 16年 10月の予定 
     場  所    本校（授業公開） 
               釜石市立釜石東中学校（全体会、分科会） 
     テーマ    「確かな学力」を身に付けそれを生かそうとする児童の育成をめ

ざして 
                 ～ 国語科、算数科（少人数指導）、理科（教科担任制）、小・

中学校連携を中心として ～ 
○ 研究成果普及のためのＨＰ作成予定 
・ 平成 15年度中にＨＰを開設予定 
○ 研究成果の他校への反響 
・ 県内小学校、他県小学校からの問い合わせあり 
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